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は大学で、2050年に向けた“日本の未来

戦略”を研究しています。人口減少・高齢化、

経済格差・地域格差、BRICs（ブラジル、ロシア、

インド、中国）の台頭、資源・エネルギー問題など、

我が国が直面する課題を乗り切るための社会革新・

技術革新のシナリオを研究しています。我が国が

解決すべき課題は沢山ありますが、重要な課題に、

食糧問題、環境問題があります。

我が国は現在、食糧自給率40％といわれていま

す。2050年には、人口が現在の１億2700万人か

ら9500万人へ減少するため、現在の生産性を維持

できれば自給率は自然と50％を越えることになり

ますが、問題は現在の生産性を維持できるか、向

上できるかにあります。2050年には現在より農業

従事者数が大幅に減少することが予想されるため、

農業生産性の向上は我が国にとって重要な課題と

なります。

一般に、生産性向上は技術革新によって実現さ

れることが多く、我が国の第２次産業も技術革新

によって生産性を向上させ、世界をリードしてき

ました。しかし、技術革新のマイナス側面として

環境悪化が顕在化したことも事実です。そして我

が国は、環境汚染を解決するために世界に先駆け

大きな努力をしてきました。その結果、今では世

界の環境先進国になったと思われます。

今後、農業生産性を向上させるためのマイナス

側面として環境悪化がより顕在化すると考えられ

ます。そのとき、第２次産業での経験を第１次産

業に生かすことが、我が国の食糧自給率維持・向

上に欠かせないと考えます。私は、これを担うこ

とが農環研の責任の１つであると確信しています。

農業生産性を維持・向上させることに伴う環境悪

化を低減し、環境改善させるための研究・技術開

発は、今後ますます重要な分野であり、農環研が

より一層真価を発揮することが期待されていると

考えます。

さらに、世界に目を向ければ2050年には人口

90〜100億人といわれており、世界的にも農業

生産性の向上が喫緊の課題となっています。視点

を変えると、世界中で農業による環境悪化が顕在

化する可能性があります。こういった状況にあっ

て、農環研が中心となり、農業環境研究の国際協

力に向けた国際コンソーシアム（Monsoon Asia 

Agro-Environmental Research Consortium、略

称MARCO）を設立したことは、研究協力・技術

移転により環境悪化が顕在化する前に対策を打つ

ことができる仕組みを構築したことを意味してお

り、国際的にも農環研の存在感を向上させること

になったと評価できます。

今後、農環研は国内的にも、国際的にも重要な

使命を担っていると考えられ、ますますの活躍を

期待するものであります。
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